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平成２９年度 第３回キッズ・モニターアンケート 

「障がいについて」実施報告 

 

アンケートの実施結果は以下のとおりでした。 

キッズ・モニターのみなさん、ご協力ありがとうございました。 

実施概要 

実施期間 平成 29年９月 21日（木）から 10月９日（月）まで 

実施方法 インターネットによるモニターアンケート調査 

質問数 全 10 問 

 

回答状況 

 小学生 中学生 高校生 総計 

登録者数（人） 101 153 284 538 

回答者数（人） 63 80 84 227 

回答率（％） 62.4 52.3 29.6 42.2 

 

調査結果 

Q１ あなたの年代について【一つ選ぶ】 

あなたの年代はどれですか。 

 アンケート回答者の年代は、小学生 27.8％（63人）、中学生 36.2％（80人）、

高校生 37.0％（84人）でした。 
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Q２ 障がいについて【一つ選ぶ】 

あなたは、障がいについて、どのぐらい理解（りかい）していますか。 

最も多い回答は、「言葉の意味はわかるけれども、くわしい内容は知らない」で約６割を

占めており、すべての年代において、ほぼ同様の結果となりました。 

 

 

Q３ 障がいのことを知る機会について【複数回答可】 

あなたは、障がいや障がいがある人のことを、どこで学んだり、聞いたりしましたか。

あてはまるものをすべてえらんでください。 

最も多い回答は「学校」で、約８割～９割の回答者がこの選択肢（せんたくし）を選

んでおり、次いで、「テレビ・新聞・雑誌（ざっし）」が約６割という結果でした。 

また、すべての年代において、ほぼ同様の結果となりました。
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Q４ 障がいのある人とのかかわりについて＜１＞【一つ選ぶ】 

あなたのまわりに障がいのある人はいますか。 

まわりに障がいのある人が「いる」と回答した人は６割弱で、「いない」と回答した人は３

割強という結果でした。 

また、年代別では「いる」との回答が最も高いのは、中学生（約７割）という結果となり

ました。 

 

 

Q５ 障がいのある人とのかかわりについて＜２＞【複数回答可】 

Q４で「いる」と答えた人にお聞きします。その障がいのある人とは、どのような場所

で知り合いましたか。あてはまるものをすべてえらんでください。 

最も多い回答は「学校」で、約８割の回答者がこの選択肢を選んでおり、他の選択肢

は２割前後という結果となりました。 

また、すべての年代において、ほぼ同様の結果でした。 
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Q６ 障がいのある人の支援について＜１＞【複数回答可】 

あなたは、障がいのある人に対して、手助けなどをしたことがありますか。あてはまる

ものをすべてえらんでください。 

最も多い回答は「何もしたことがない」で、約４割の回答者がこの選択肢を選んでおり、

次いで「募金（ぼきん）などで寄付（きふ）をした」が約２割、「電車やバスなどで席をゆ

ずった」が２割弱という結果となりました。 

また、すべての年代において、ほぼ同様の結果でした。 

その他では、「クラスでその子に協力している」、「ゆっくり話した」、「授業の手伝い」、「職

業体験で障がい者施設に行っていろいろな介助体験をした」、「弟のお風呂の手伝いや助

けをした」などの回答がありました。 

 

18.1 

6.6 

14.1 

4.0 

0.4 

2.6 

20.7 

3.5 

9.7 

43.6 

12.7 

3.2 

9.5 

3.2 

3.2 

17.5 

1.6 

17.5 

39.7 

17.5 

7.5 

15.0 

1.3 

2.5 

23.8 

1.3 

10.0 

51.3 

22.6 

8.3 

16.7 

7.1 

1.2 

2.4 

20.2 

7.1 

3.6 

39.3 

0 20 40 60

①電車やバスなどで席をゆずった 

②横断歩道（おうだんほどう）や

階段（かいだん）で手助けをした 

③車いすを押（お）した 

④道案内をした 

⑤商品の買い方などを説明した 

⑥こころの悩（なや）みについて

相談にのった 

⑦募金（ぼきん）などで寄付（き

ふ）をした 

⑧街頭（がいとう）などで募金活

動（ぼきんかつどう）をした 

⑨その他 

⑩何もしたことがない 

(％) 

全体(n=227） 小学生（n=63） 中学生（n=80） 高校生（n=84） 



 
 

- 5 - 
 

 

Q７ 障がいのある人の支援について＜２＞【複数回答可】 

Q６で障がいのある人の手助けをしたことがあると回答した人（何もしたことがない

以外の回答をした人）にお聞きします。それはどのような気持ちからでしたか。あて

はまるものをすべてえらんでください。 

Ｑ６で障がいのある人に対して支援をしたことがあると回答した人に、その理由をたずね

たところ、最も多い回答は「自分でも手助けできることがあったから」で、約６割の回答があ

りました。 

また、年代別でみると、「自分でも手助けできることがあったから」については小学生が約

４割であったのに対し、中学生は約８割、高校生は約６割という結果になりました。 
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Q８ 障がいのある人に対する考え方について【複数回答可】 

あなたは、障がいのある人に対して、つぎのような考えをもったことはありますか。 

あてはまるものをすべてえらんでください。 

最も多い回答は「障がいのある人も、同じ人間に変わりないと思う」で、約６割の回答

者がこの選択肢を選んでおり、次いで「障がいのある人は、がんばっている人だと思う」が４

割弱という結果となりました。 

すべての年代において、ほぼ同様の傾向がみられますが、小学生の回答は「障がいのあ

る人に対して、どのように接したらよいかわからない」の回答率が低く、一方で、高校生の回

答は「障がいのある人は、がんばっている人だと思う」の回答率が低い結果となりました。 
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Q９ 障がいのある人への差別・偏見のない社会ついて＜１＞【一つ選ぶ】 

あなたは、現在（げんざい）障がいのある人に対する差別（さべつ）や偏見

（へんけん）のない社会になっていると思いますか。 

最も多い回答は、「どちらかといえば、そう思わない」で約３割を占めています。 

また、年代別では、小学生は「どちらかといえば、そう思う」が最も多い回答となっている一

方で、中学生や高校生は「どちらかといえば、そう思わない」が最も多い回答でした。 

 

 

Q１０ 障がいのある人への差別・偏見のない社会について＜２＞【複数回答可】 

Q９で「どちらかといえば、そう思う」、「どちらかといえば、そう思わない」、「そう思

わない」と回答した人にお聞きします。 

あなたは、障がいのある人への差別（さべつ）や偏見（へんけん）をなくすた

めには、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまるものをすべてえらんでくだ

さい。 

「学校で障がいについて話し合うこと」と「障がいのある人とない人が、いっしょに活動する

機会をつくること」が最も回答数が多く、５割～６割の回答者がこの選択肢を選んでいま

す。 

次いで「障がいのある人から、直接（ちょくせつ）話を聞くこと」が、４割強という結果とな

りました。 

すべての年代において、ほぼ同様の傾向がみられますが、「家庭で障がいについて話し合

うこと」は、小学生が２割弱に対して、中学生は約３割と少し差がみられました。 
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